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＜連絡事項＞
・CSセットのシャンプーやボディシャンプーを患者様が無断で使用することのないように、浴室には置かず詰所管理としています。
・CSセットのガーグルベイスンは明後日頃より使い捨てになります。
＜患者様連絡事項＞
・大久保　すい様～臨時薬同内容で7日分処方あり。
・中野渡　鉄男様～臨時薬同内容で7日分処方あり。
・高橋　康満様～臨時薬同内容で7日分処方あり。
・田中　文男様～12/15から内服する薬6日分処方あり。本日排便−10日にてレシカルボン坐薬処方となり挿肛しています。反応便多量にありました。
・平　京子様～主治医から携帯電話の使用許可がおりています。架電の際はどちらに掛けるのかを確認し、スタッフ付き添いをお願い致します。

＜要注目患者様＞
・小笠原文人様～奇異行動は見られるが、迷惑行為や目立った気分変動はなく過ごしています。
・釜谷　茂春様～退院に関する訴えはなく、環境への不満訴えも聞かれていません。
・田中　文男様～排便10日確認できず、主治医へ報告しレシカルボン坐薬1個処方。
反応便多量に見られるが、下半身露出し排便しながら歩く様子あり、介入要しています。両手の浮腫は軽減しているが、両足背の浮腫は持続。不安定な歩行ながらも徘徊自制できず見守り要しています。
＜馬渡Dr.担当患者様検討＞
・神田　直樹様～自分の洋服に刺繍をして過ごしていること、特定のスタッフに対しての暴言を意見箱に書いて入れるといった行動があること、他者にバリカンを貸した事、他病棟の女性患者様に手紙を渡していたことについて主治医に報告する。バリカンについて自分が貸したのではなく取られたと話す、自己防衛的反応あり。主治医より、グループホームに円滑に入所する事を目標として病棟の決まりを守り、他者とトラブルにならない様日課を行っていくことを指導している。臨時薬同内容7日分処方あり。
・阿部　文香様～12/10（土）担当スタッフが父と連絡を取り退院について伝え、12/16（金）西舘PSWと父が面談予定であり事を主治医に報告する。不適応、不穏興奮なく日課を行っており落ち着いているとの事で、臨時薬同内容7日分処方となっている。
・寺井　恵利子様～眠気が強く日課遅れが見られる事を主治医に報告。クロザリル減量後も幻聴の悪化ないが夜に多いと話されている。リボトリール中止。胃もたれ、嘔気を訴えガスモチン処方となっている。
＜受け持ち患者支援検討＞
・高橋　康満様～自立歩行安定している為、車椅子は使用せず経過観察をしていきます。レストランへも歩行しています。1人で病棟に戻らない様に見守り必要です。トイレ歩行も可能でリハビリパンツで対応しています。歩行困難となった際は、適宜車椅子を使用してください。
・三浦　みよ子様～スマホの契約の為に外出を希望する言動ありましたが、妹様が身分証明書を持ち、契約を進める予定の為、外出の予定はありません。コロナウイルス感染対策の必要性を理解して頂くと共に、施設入所、退院に向けて日課への参加、過ごし方、食前薬の服用、糖尿病対策を意識して生活するよう指導を要しています。
・民部田　和哉様～父様が、ご本人の携帯番号の着信を拒否設定し、元に戻せず、電話に対応出来ないとのことで、連絡はショートメールで行って欲しいと話されていました。退院が決まった際は、当院SWから一戸町役場に連絡をして、施設入所の手続きを進めて頂きたいとも話されています。施設入所に向けて、一般常識的な行動の指導、虚言癖への対応が必要な状況です。他者からバリカンを借用して行った散髪についてのふり返りも行っています。
・神田　直樹様～円滑に施設入所できる様、病棟の決まりを守るように診察時に主治医から指導ありました。他者トラブルや、他者への暴言がある際はグループホームへの入所も見合わせる事となるのでしっかり守るよう伝えられています。
・平　京子様～おやつ時間に大量にポテトチップスとファンタ、砂糖・ミルク入りのコ
ーヒーを飲食している状況です。糖尿病で食前薬服用している意識が低いため、カロリーコントロールの指導や買い物時の購入内容の管理を行っていく事としています。

